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情
報
公
開
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す
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意
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一 

 



 

一
九
九
七
年
十
一
月
の
日
弁
連
要
望
書
な
ど
に
続
き
、
九
八
年
に
入
っ
て
も
死
刑
廃
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織

が
国
連
人
権
委
員
会
特
別
報
告
官
に
対
し
、
日
本
に
死
刑
執
行
の
停
止
を
求
め
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
の
布
告
を
要
請
す
る
な
ど
、

死
刑
を
め
ぐ
る
論
議
が
続
い
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。
「
死
刑
の
執
行
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意 

 

書
」
（
九
七
年
十
二
月
十
二
日
提
出
）
に
対
す
る
九
八
年
一
月
十
三
日
の
答
弁
書
に
は
一
部
事
実
誤
認
や
合
理
性
を
欠
く
と
み 

ら
れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
答
弁
内
容
を
た
だ
し
た
質
問
も
付
記
す
る
。 

一 

死
刑
の
必
要
性
に
つ
い
て 

二 

死
刑
の
情
報
公
開
に
つ
い
て 

1 

情
報
公
開
法
案
の
上
程
な
ど
が
世
論
の
関
心
を
集
め
て
い
る
現
在
、
政
府
が
か
つ
て
国
会
に
開
示
し
て
い
た
事
柄
を
非 

4 

事
件
被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る
救
済
措
置
に
つ
い
て
、
国
の
考
え
方
、
具
体
的
な
施
策
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

3 

死
刑
に
よ
っ
て
、
事
件
被
害
者
の
遺
族
感
情
を
慰
謝
で
き
る
と
考
え
る
か
。 

2 

死
刑
を
必
要
、
相
当
と
認
め
ず
、
廃
止
し
て
い
る
国
と
日
本
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
相
違
が
あ
る
と
考
え
る
か
。 

1 

死
刑
が
刑
罰
と
し
て
必
要
、
相
当
な
理
由
は
。 

死
刑
の
必
要
性
、
情
報
公
開
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

3 

一
月
十
三
日
の
答
弁
書
で
は
「
一
九
八
九
年
十
一
月
の
死
刑
執
行
当
時
ま
で
は
議
員
の
質
問
に
日
別
の
死
刑
確
定
者
数

や
月
別
の
死
刑
執
行
者
数
を
回
答
し
て
い
た
か
」
と
の
質
問
に
「
御
指
摘
の
よ
う
な
回
答
を
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
参
議
院
法
務
委
員
会
の
会
議
録
な
ど
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
四
年
三
月
二
十

七
日
の
同
委
員
会
で
、
寺
田
熊
雄
委
員
が
「
今
死
刑
囚
で
執
行
を
受
け
ず
に
待
機
し
て
お
る
者
は
総
計
で
何
人
ぐ
ら
い
お

り
ま
す
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
政
府
委
員
（
筧
榮
一
）
は
「
死
刑
確
定
の
未
執
行
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
日
現

在
で
二
十
六
名
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
九
年
三
月
九
日
、
同
年
十
月
三
十
日
に
議
員
紹
介
に
よ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
と
の
質
疑
の
場
で
法
務
省
の
側
か
ら
同
様
の
回
答
が
あ
っ
た
と
の
資
料
を
入
手
し
て
い
る
。 

2 
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
世
界
各
国
の
現
況
、
潮
流
も
国
の
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
が
、
死
刑
確
定
者

数
、
確
定
者
の
権
利
保
障
状
況
、
執
行
数
、
執
行
方
法
な
ど
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
国
連
加
盟
各
国
の
状
況
は
ど
う 

 
 

な
っ
て
い
る
か
。
日
本
政
府
よ
り
情
報
公
開
を
進
め
て
い
る
国
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
に
相
違
が
あ
る
と
考

え
る
か
。 

開
示
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
必
要
と
考
え
る
か
。 

こ
れ
ら
の
記
録
を
見
る
と
、
死
刑
に
関
す
る
情
報
開
示
に
つ
い
て
、
議
員
の
質
問
主
意
書
に
も
十
分
回
答
し
な
い
と
い 

四 

 



 

三 

死
刑
確
定
者
の
処
遇
な
ど
に
つ
い
て 

3 

死
刑
執
行
の
事
実
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
行
さ
れ
た
確
定
者
の
遺
族
の
感
情
、
ほ
か
の
死
刑
確
定
者
の
心
情

の
安
定
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
実
例
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。 

2 

死
刑
確
定
者
の
「
心
情
の
安
定
」
を
は
か
る
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
て
い
る
の
か
。 

1 

一
月
十
三
日
の
答
弁
書
記
載
の
「
心
情
の
安
定
」
と
は
何
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
れ
を
判
断
す
る
基

準
、
査
定
は
ど
ん
な
法
令
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
判
断
す
る
の
は
だ
れ
か
。 

5 

一
月
十
三
日
の
答
弁
書
で
は
「
『
法
務
統
計
月
報
』
か
ら
『
死
刑
執
行
』
の
項
目
が
無
く
な
っ
た
の
は
、
平
成
三
（
一

九
九
一
）
年
一
月
分
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
法
務
統
計
月
報
』
は
月
ご
と
の
傾
向
を
速
報
す
る
も
の
で
あ
り
、
死
刑 

 
 

執
行
の
数
字
ま
で
登
載
し
て
速
報
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
速
報
す
る
必
要
が
な

い
と
考
え
た
」
の
か
。
九
〇
年
十
二
月
以
前
と
そ
れ
以
降
で
は
、
死
刑
を
め
ぐ
り
、
政
府
の
姿
勢
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
何
か
大
き
な
状
況
の
変
化
で
も
あ
っ
た
の
か
。 

4 
過
去
の
事
実
誤
認
が
な
い
と
す
れ
ば
、
以
前
答
弁
し
て
い
た
事
柄
が
現
在
回
答
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。 

う
現
在
の
姿
勢
は
こ
う
し
た
過
去
の
事
実
誤
認
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
の
か
。 

五 

 



 

四 

恩
赦
に
つ
い
て 

五 

死
刑
を
め
ぐ
る
国
際
状
況
、
国
連
へ
の
報
告
に
つ
い
て 

3 

刑
事
事
件
の
国
際
手
配
、
逃
亡
犯
人
引
き
渡
し
な
ど
で
、
死
刑
廃
止
国
か
ら
日
本
に
死
刑
が
存
置
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
協
力
を
拒
ま
れ
る
な
ど
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に 

2 

一
九
九
四
年
の
国
連
総
会
に
お
け
る
「
死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
決
議
案
」
に
、
政
府
は
賛
成
し
た
か
、
反
対
し
た 

 

か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
政
府
内
の
議
論
の
経
緯
、
国
会
へ
の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

国
連
加
盟
国
で
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
に
つ
い
て
、
廃
止
前
後
の
世
論
調
査
の
結
果
、
動
向
を
把
握
し
て
い
る
か
。 

2 

恩
赦
の
決
定
を
申
立
人
本
人
に
通
知
す
る
か
。
す
る
と
し
た
ら
、
だ
れ
が
い
か
な
る
手
段
、
方
法
で
通
知
す
る
の
か
。 

1 

恩
赦
は
、
代
理
人
に
よ
る
申
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
。
認
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
決
定
を
代
理
人
に
い
か

な
る
方
法
で
通
知
す
る
の
か
。 

4 

死
刑
確
定
者
の
面
会
や
信
書
・
物
の
授
受
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
の
基
本
的
な
考
え
方
の
根
拠
と
な
る
法
律
、
具
体
的

な
運
用
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
過
去
と
相
違
す
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
が
い
か
な
る
理

由
で
変
更
さ
れ
た
か
、
そ
の
際
に
法
律
の
改
正
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
か
ど
う
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

六 
死
刑
執
行
の
起
案
、
決
裁
な
ど
に
つ
い
て 

七 

死
刑
執
行
に
つ
い
て 

5 

現
在
、
東
京
拘
置
所
で
は
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
刑
場
も
建
て
替
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
規
模
、
予
算

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

4 

刑
場
と
刑
具
の
規
格
は
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

3 

死
刑
執
行
に
立
ち
会
う
刑
務
官
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
人
選
を
経
て
指
名
さ
れ
る
の
か
。
刑
務
官
は
そ
れ
を
拒
否
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
拒
否
す
る
こ
と
で
、
不
利
益
を
こ
う
む
る
の
か
。 

2 

死
刑
確
定
者
の
動
静
を
定
期
的
に
拘
置
所
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。 

1 

法
務
大
臣
が
死
刑
執
行
命
令
を
出
す
場
合
、
命
令
書
の
起
案
、
決
裁
に
か
か
わ
る
担
当
官
は
だ
れ
か
。
執
行
の
順
番
は

だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め
る
の
か
。 

過
去
三
年
間
続
い
た
十
二
月
の
死
刑
執
行
は
な
か
っ
た
が
、
死
刑
廃
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
と
、

数
人
の
同
時
処
刑
を
あ
ら
た
め
、
今
月
か
ら
一
人
ず
つ
死
刑
を
執
行
す
る
と
の
情
報
が
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
事
実 

さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

 

八 

か
。 

右
質
問
す
る
。 


